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文字・プロットマークの大きさは引照図に準ずる
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測 点 名 Ｘ 座 標 Ｙ 座 標

IN-1 915.569 683.554 集水桝に鋲

IN-2 916.560 742.155 側溝に刻印

T-3 912.693 638.283 新点（鋲）
T-4 911.648 692.524 新点（桝に鋲）

T-4-1 915.086 722.109 新点（側溝に鋲）
T-5 912.286 744.947 新点（鋲）

T-5-1 944.373 742.724 新点（鋲）

T-6 913.860 801.786 新点（鋲）

平成○○年○月○日測量

作成縮尺は記載する測量範囲が用紙内に記載できるものとする（作成例）

点 名 1.5～2.0ｍｍ

距 離 2.0～2.5ｍｍ

地 番 3.0～4.0ｍｍ

プロットマーク 1.5～2.0ｍｍ

二 点 間 距 離

垂 線 距 離

使用した多角点・引照点（新設含む）

確定済で立会を省略する場合記載

綴代・２㎝余白

可能な限り引照点を記載する

１１８

１１９

３－１

申請地

新設

１－１

１－２
道路

１４４

確定済引照図記載の距離検証を行った場合の数値を記載する

新設・既設を記載する
又は「新設の表示の無い点は全て既設」等記載する

プロットマーク凡例は統一してください

幅員決定する為に調整した区画情報も記載する。
必要に応じて面積の記入もする。

凡 例 杭 の 種 類

石 杭

コ ン ク リ － ト 杭

プ ラ ス チ ッ ク 杭

金 属 標

鋲

刻 印

木杭・又はペンキ

現 況 点

計 算 点

基 準 点 ・ 引 照 点

点名を記載する

DID地区の場合は基準点網図に記載する
任意座標系の場合でも可能な限り多角点・引照点を記載する

測量年月日を記載する

１０．８３４

１４．７１７

様式第８号


